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東北地方における林業生産技術体系に関する研究CK)

津山林業地の実態と今後の生産技術

1.はじめに, •

わが国の木材需要は国民経済の成長にとも左い年々急速負申長を示し,薪炭材を除くと昭和书! 

年に4.250万如,4 0年には7. 053万冲と最近1〇か年間に1.8倍あ増加をしめしている。

これに対しその供給源である森林は戦中戦後の過伐による林分の幼齢化などにより,国産材の供 

給蛍は最近停滞士たは減少の傾向をしめし,、 外材の輸入にたよらざるをえない状態である。

このようなとき林業生産の現状をみると,わが国の森林総蓄積は18億9千万か,この•うち人工 

林5億5千万次;天然林13億4千万かと推定され,この総蓄積の葯2分の1は国有林であるc

供給量を永続的に増大させるためには,資源の充実をはかることが必要であるが,人工林荷積は 

森林全体の約3分の!,7 6 6万haであって,そのうちの6 7 %は戦後植林の林齢2 〇年未満の 

幼齢林で,伐期にはまだほど遠い林分である。

最近の人工造林は8な和3 6年の41万haをピーク,としてその後停滞の傾向をしめし,昭和4 ° 

年では3 6年のときより約1〇 %少ない.3 7万haに低下している。

また,森林全体の6 3 %を占める天然林も,天然林而積の4 〇%が2 0年生以下の幼齢林であり, 

3 5 %を占める61年生以上の老齢林はその大部分が林道網の発逹していない奥地または更新困難 

な悪条件下にある〇1)

このような我が国の林業の現状から,森林の生産力を高めるため,近年林業構造改善事業や山村 

振興対策事業,森林資源内容充実事業の発足などがみられ,林業経営基盤の充実,生産基盤の整備, 

資本装備の高度化,協業の推進などがはかられてきている。

上記の改善政策の一貫として,合理的左林業生産技術の確立が強く要請せられており,このため 

各地域の自然的,綻済的諸条件を考慮しつつ経営発展の方向を明らかにし,同時にその目標にそう 

た体系技術を確立することが早急に要求せられてくる。 ' * ' •

咆て,東北地方における経営技術の確立の程度をみると,先進林業地にみられるよ‘う:な経営技術 

の体系化されたものはほとんどみられず,個々の咅5分技術としてはある程度のものはみられるが経 

営技術として綜合化されてい左い。このため経営的特性が明確にされていな家った。

反面,束北地方においても数こそ非常に少左いが,先進的林業地带があり,また篤林家も存在し 

ている。2)

この研究は束北地方において比較的一貫した林業技術で森林の経営にあたっている地域ないしは 

篤・麻家の所有林を調査し,その地域における生産技術の実態から経営としての特徴点や問題点をさ 

ぐり,その地域において今後の生産技術体系をどのように組み立て,いかに合理的な森林経営を可
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能にでき,いかにせば生産がの増大をはかることができるかに重点をおいた施業方法を確立するこ 

とを調査研究の目的としている。

上記のような目的のもとにすでに3地域について若干の分析を試みた。

せ乎1は福岛県南地方のスギ林業の生産技術・研究と•して,••鮫川,-久慈丿I南施域・を中心に発達した 

スギ林業地帯’か町村の実態をとりあげたc ノこの分析の要点は土地本来の生産性を地域の諸種 

の持性をいかじな旁ら麥林の造成と導びつけるために,晚ずもって本地域の森林の成長や構造の実 

態からその法則性を明らかにし,森林取り扱いの基準として直径,本数,樹高をそれぞれの大きさ 

別に5段階の水準を設けて林分取り扱い上の経営方式を明らかにした。この結果,同一伐期W同じ 

生産張をうるには,いろいろの森林の取り扱い方法があることが明らかになった。

その2は,.篤林家の林業生産技術を明らかにするため,宮城県鳴子町において森林の伐採から育 

成まで,ほほ‘一貫した生産技術を計画的に投入して林業経営を行っている,T家の所有林について 

分析した.力・その結果,新植後18〜2 0年生頃寸では極力林分の密度を高め,その後において 

も林地仁空間を与え左いよう満度に利用し,合理的に本数管理を行左っていることが特徴として判 

.•明した。このことから最近わが国において間伐に密度管理の思想が高ーまってきたことの有効性を裏 

付ける結呆力削明した。

その3は東北地方にお・いて早期育成樹種として注目.された,コバノヤマハンノキについて肯森柴 

南部と岩手県北部地帯を中心に分析した。,〇その結果,コパノヤマハンノキの生育の特性が明ら 

かに左り,単調左成長をしめすことから,主伐でえられる平均樹高の大きさによって,投入,産出 

関係の林木蓄積を評価することができた。早成樹種という特徴から早く太らせ,早く収稚すること 

が総収祕量をいくらかぎせいにしても,太い林木,価格の高い材・利用面の広い材を生産すること 

が経済価値的に高いということであった。よって地位をしめす樹高の大きさと,林齢と;本数の関 

係を合理的に組合せることが,•本樹種の施業の要点となることカ:判明した〇

以上のような研究のあゆみから,本題では東北地方においてスギ林業の左かで極めて短伐期林業 

■・地帯として有名な,宮城県津山町の林業32)の実態調査と分析を試みた。

.東北地方のスギ林の伐期はおおむね表地带3 0 - 4 0年,裏地帯4 0 ～ 6 0年と左っており,こ 

の中において本題の津山林業は】8〜2 5年の伐期を採用し,生産目標は細角材をねらい,保育作 

案は下刈・り,つる切りのほかは枝打,間伐も余り行なわず労働節約的な林業を営んできている.

神業生産収入の早期確保や者力的林業として,津山林業方式は東北地方では1.つの魅力ある林業 

であり,特に農家林業または小規模・林業としてのスギ造林と短伐期施業や,労働節約的左造林には 

大きを関心をいだくことに左る〇

東北地方の古来からのスギ林施業の概念からみると1種の革命的施業形態といえる津山スギ林業 

地带に焦点をしぼり,本地域はどのような保育形式をとりあげ,今後どのよう左方向に林業技術が 

発展し,またどのような.経営目標にむかっていこうとしているのか,すたは完全に定着した生産技 

術の確立がはかられているかなどを明らかにするC
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今後の束北林業のなかにおけるスギ林経営の1つの考え方を発展させるため,本地域林業の現状 

を充分究明する価値が大で,また別の角度から施業方法や輪伐期の問題としても重要性をおびてい 

る。

以上のような考え方にもとずき,本地域の調査資料をもとに,本林業地の実態と問題点を明らか 

にし,今後の林架経営にどのような生産技術を導入し,経営の安定をはかるべきかを輪じょう。
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2.地域の概況
・、"「・"ご‘％.:.. - - ・・・・

⑴位 隨 ・: ' - - •、・. •. .•二、:

率山林業地域は北上山地に属し北上川下流左岸に発逹した地区で,行政的には宮城県の東北郡, 

本吉郡律山町全域に位置し,東部は志津川町’,,北部は登米町,南部および西部は拱生町と接して, 

その総面積は約& 800.baである。•, •… ・一・ • ..

北上川に面する柳津地区,東部に位置する横山地区によって津山町が左り立ち,各地区に’スギ林 

が造成されている。

また左地域は,新産業都市建設促進法により制定せられた仙台臨海地区の仙台市,石巻市,塩釜 

市・に近く,地域内を仙台市と三陸沿岸に所在する気仙沼市とを結ぷ国道力噸断し,扱近にいたって 

は国鉄石巻線前谷地駅から津山町衣で新らたに柳津線の開通力:みられ,交通路線の開発や産業都市 

が近辺に控え,さらに津山町内に】〇数か所の製材加工業があり,林業経営としては地理的条件に 

恵まれた地帯である°

(2)自然的条件

この地域は前述のように北上山系に属し,束部はその主脈,北部および南部はその支脈によって 

囲破れ,西部は北上川に面し,中央部は中川が東から西に流れて北上川に注いでいる。

山系についてみると,北部に大塚山(414“),きつねが森山(2 9 5 m),東部にみろく山 

(3 I 9 m ),僉倉山( 5 3 2 nt),南部に大峰山(419m)があり,その内部に物見石山 

( 4 4 3 m),長畑山( 3 2 8 m )大士山(318m)が起立して地勢は起伏に富み急俊である。

平地はきわめて少く,大塚山,翁倉山に源を発し北沢,南沢お•よび石貝沢の小けい流を合せ,東 

浜街道に沿って流れる中川お、よぴ黄牛の中央部を流れる入沢流域に細長く带状に存在し,水田,畑 

左ど農耕地を主とするが,北上J Hとの水域の関連から連年水魔に見舞われている。

束浜街道は本地域の中央部お、よび西部を貫通しており,森林はこの街道によって南と北の2団地 

に区分されるC

基岩は中世代三塁紀稲井層郡伊里前圈に属し,大部分は砂質粘板岩層であって砂岩,頁岩,れき 

岩』粘板岩などよりなっているが,みろく山および物見石山付近の一部にはせん緑岩がみられる,、

土塊は埴質,砂質壤土で角礫に富み,理学的性質は•すこぶる良く,結合度は軟かであって適濶地 

多く,地味は一般に肥沃で峯から沢まで大差がなく,いたるところスギの適地があり,宮城県内で 

奥羽山系よりの鳴子町地区,宮城村,秋保村地区とともに本地域は特にスギの生育に適した地区で 

ある严

気候は温暖で年平均気温12 4度Cで,降水量は比較的少く年平均1.2 0 0伽であるが,春秋太 

平洋岸よりの霧によって林内湿度が高史りスギの生育にプラスしているといわれている。

積雪深は約1OC加で比較的少く,冬季は北西,夏季は南束の演が多い。初霜は1〇月下旬,晩藉 

は5月中旬である。
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参考すでに平均気温および降水量について,本地域に近い志津川町,登米町の観測記録を月別に 

しめすと表ー1,表ー•2のとおりである〇

表ー1 平均気温

注:1951年〜19 60年の10か年間の平均,宮城県林業統計による。

単位r

1 2 3 4 5 rz6 ■' 7. 8 '• ：9 1 )0 11 12 平均

志津川 Q3 1-2. 4.2 1Q0 14.6 1R3 221 24:1 .2Q3 14.6 .85 S4 12.0

登米 -Q6 0.8 4.3 iao 14.8 IS 8' 229 24.6 2 〇. 3 14.2 .Z 7 ]2 9 11.7

表一2 降水択 .

注:1951年〜1960年のiOか年間の平均値をしめす,宮城県林業統計による。

単位响

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

志津川 39 0 54.8 84.9 104.3 126 9 15S 〇 161.6 112.7 184.古 164.3 6^6 71.4 1,361.1

登米 325 47 4 77 5 82.0 104.6 126 〇 14& 8 1129 117 8 U3.1 54.7 6Q 〇 1,107 ：1
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3.津山町農林業の現況

(1)土地利用の現況

本地域は水田2 6 5 ha »畑13 0 ha,森林5 75 9 ha,原野その他6 4 3 haがあり,それ 

ぞれ総面積の4%, 2如,8 5务,9 %を占めているc

このよう・な土地利用状況からみられるように,森林が大部分をしめ,しかも山岳地形を形成して 

いるためキ地に恵まれず,農耕地の大半は河川流域に細長く帯状に存在している。

また原野も比較的多く存在し,その利用状況は一部を除いて粗放な経営のため利用価値はきわめ 

て低い。 ' *

⑵農家の概要

1965年センサスによると津山町の人口は表ー 3にしめすように,全体で6 050人,そのうちの

表ー 3 農家の概況

総 農 家 専明食 別農家

世帯数 人 口 世带数 人 口 ihaU±« 専 ! 兼 2 兼

1.188 6. 050 74 4 4. 363 149 40 295 409

7 Z %は燃家のしめる人口である。また世帯数の63 %は農家世帯であるが専業農家はきわめて少 

左い。

さらに,産案別人口構成からみると慶業人口のしめる比重はもっとも大きいが,反面耕地の農家 

1・戸当りの平均所有面積は〇. 53 haで,宮城県平均の4 8影に当りきわめて零細な農業規模である。 

このため農業以外の就業,収入を中心とした第2種兼業農家が多いことが大きな特徴となってあら 

われている〇

農家経済を支える農産物による収入源をみると表一 4のように左り,稲作,養蚕部門の収入が高

(1965年センサスによる)

表ー 4 農産物販売1位部門農家数

1-位部門名 稲 養 蚕 酪 農 工芸作物 養 豚 その他畜産

農家数 210 113 88 84 34 18

く,ついで酪農,工芸作物が現金収入の源をなしている。

以上のような農家の保有山林の状況を規模別にしめすと表ー 5のようになり,3 ha未満の階層 

が全体の約7 0 %をしめ,農耕形態と同じように山林保有規模も典型的:ま小規模形態である。
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農家の規模別保有山林

(1965年センサスによる)

表ー 5

規 模
Qiha

未満

Q 1

1

1

3

3

5

5

10

10

20

20

30

30

50

50

100

100

Too 計

所有者数 19 182 133 54 47 28 n 8 12 2 492

東北地方の民有林がおしなべ全零細所有であり・分断されているうえ,異種の林分構造をしめして 

いるが,本地域でも同じ様相を見ることができる。また本地域では山林のみで安定した経営をはか 

れる農家林は数えるほどよりない。

次に農家所有山林からの林産物の販売状況をみると,表ー6にしめすように農家のうちの山林所 

有者の約3 5 %の世带では販売高に差がみられるが,林産物販売所得をあげている。しかしその収 

入高はきわめて少額世带が多く現状では森林の利用価値が瘠家林の経済にそれほど寄与していない。

(1965年センサスによる)

表ー 6 林産物販売農家

規模 販売たし 販売者
•販 売 者 の 内 訳

10万円未満 10万〜30万 30万〜50万 50万〜100万 100万以上

腹家数 311 181 109 51 13 6 2

この傾向は今後造林地の林齢が高まるにつれて販売高と販売者の数が増加してくるものとみてよ 

いであろう。

このように本地域では農耕地の規模や現状の所得からみて,珪業所得にそれほど大き左期待が出 

来左いことから,必然的に本地域の総面積の8 5 %を占める森林を対象とした造林事業,林産物の 

収稗ならびに製材加工業などの林業就業によって,家計の維持向上をはかるため,今後森林の有効 

な活用を積極的にはかるべきであろう。
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4 地域森林の概況6)

森林面積iま約5 800 haで地域徐面積の約8 5 %を占め,すべて公有林を含む民有林である。

森林面積の6 2 %は針葉樹林でスギがその9 5 %と大部分を占めている。•ha当りの平均蓄積は 

幼齢林が多く存在するため低く,針葉樹で3 8如,広葉樹で2 3部であり針,広平均では3 2冲に 

あたるズ

官城県全体の民有林のha当り平均蓄積は3 5亦,全国民有林のba当り平均蓄・5 7冲である 

が,これと比較すれば本地域は短伐期形態の・ため,鶴級配置は針葉樹林で、6齢級以卞が全体の 9 7 

务をしめ,すだ最近植栽の新植地が多いことから・資源内客は低位にあることがわかる。

私有林の所有規模をみるため表一7に個人所有林(私有林)について規模別に保有山林をしめし 

た。この結果;奴有林の規模はI久当り平均a 7 baと左り•宮城全体の平’均3 baよりはやや大 

苦い規模てあるカE表からも察しられるように5 ha未満の小規模森林所有君が多いC 5 ha以上

の所有者は宮城県全体で8卷左のに対し,本地域は15 %にあたりその所有者の大半は農業経営者 

であることから,農林業構造改善のなかにおいて森林の活用•をどのように進めるか,今後充分檢討 

•をようする課題に宏ろう厂 ’' - ・ヽ

所有形態別では表一 8Kしめすように在り,•町有林3 〇 %、私有林? 〇/の面積配分からみても

(森林計画,昭和3 8年より)

表ー8 所有形態別林野面積

I

所有別 県行造林
町 有 林 私 有 林

計
直営 その他 小計 社寺有 共有 個人有 小計

面 積 (ha) 55 447 1,279 1,726 72 a 405 a 978 & 759

私有林業の改善とともに町有林についても,地域林業発展のため計画的に生産技術の投入と,経営 

計画を明確にすることが要求せられてくるであろう°
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各齢階別の面積,蓄積の実態をみると表ー 9にしめすように左る。•

表ー 9 森林の齢階別構成

註:上表の面精の外に竹林,伐跡,未立木地,更新困難地がありその面積は361gである°

(森林計画,昭和3 8年)

2 3 ..4 5 6 7 8上 計

k鷲
1,200 833 463 139 171 97 50 40 2, 993

材・特 
饥) 2R 568 17 166 2R 218 22.163 12,862 11,600 115 577

広
面帝 
(E) 461 823 607 426 68 10 1 9 2 405

•葉材積
!樹| (か)

•
11,260 1&444 19. 706 4.224 770 138 1,427 55 969

この表からも察しられるように,針葉樹については1齢級から3齢級疾で全面積の8 3 %, 4 ～ 

6舲級では14 %, 7齢級以上はわずか3 外より現存していないことがわかり,最近の造林にょつ 

て針菜樹林が大慵け造成されてきたことをしめし,マたい寸寸で短伐期セ主伐が行左われてきたこ 

とをしめしている。

山林がどれほど人工林化されているかによって,将来の生産证の増大に大きな影響をおよぼすこ 

とは明らかであるカ;’わが国内の人工林化の進んでいる地区では九州51.I %,東海46 3 %,関 

東5 2. 7宙と夜っている。これに対し東北地方全体の平均では約3 0 %’>で生産性の高い人工林 

は少をいcしかし部分的にはかなり率の高い地区が存在し,津山林業地においでもさきにのべたよ 

うに現在6 2 %に逹し,東北地方ではか左り人工林化の進んでいる地帯に入る。このようなことか 

ら本林業地は稽極的に林地利用と森林の育成のあとがみられる。

表一 9によって知られるように,齢級が高くなるにつれて面精構成が減少していくことが察しら 

れる。早くから人工林化の進んだ近褥においても同じような傾向があるが,歴史の古いところは幼 

齢林への傾斜の仕方が弱く,本林業地のように齢級の推移にともなって,はげしい面積減少はみら 

れ左いcこのようなことから本地域は人工林化の歴史の新しいことを物語っており,今後15〜 

2 〇年後においては,先進林業地に匹敵する林業地帯を形成することが予想され,将来への林業の 

期待は大きいものがあり,ここ数年間のような造林実行が行なわれろと,あと1〇年以内に人工林 

率は8 〇务台に近づくことが予想される。

針葉樹林と広葉樹林との面神関係を戦後から現在性でについてみると表ー1〇のようになる°

昭和2 8年を基準にすると現在の針葉樹林は約2. 2倍に増加し,生産力の高い森林に移行してき 

たことを明白に知ることができる。これに反し薪炭林を主とする広葉樹林は減少の一途をたどり, 

昭和2 8年のときの約6 〇务の面積に減少していることがわかり,拡大造林が急テンポで推進され 

たことを裏付けているc
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表一10 針•広面積の推移

昭和28年 33年 38年 4 0年

針葉樹面積 1,551 Ga) 1.866 (ha) a 000 (ha) a 366 (ha)

広葉樹面積 a 440 a 257 2. 404 2. 028

そ の・他 530 421 355 355

合 計 5. 521 5 544 5, 759 5. 759

人工林ののび率は全国的にみられるように,昭和3 6年をピークとして停滞の傾向を示し,最:近 

にいたっては減少傾向をしめしている;

本地域においても同じよう左傾向がみられ,この関係を表ー11にしめした°

表一11 造林実績の推移
(単位:ha )

昭和33年 34 35 36 37 38 39 40 41

再造林 33 6 4L1 7Q 5 64.9 74.2 64.8 5G4 29.4 2&1

拡大造林 15&1 127 9 177 9 19Q 1 14Q5 1489 171.2 194.9 177 5

合 :部〇 口 ！ 197 7 * 169. 〇 24 & 4 255 0 214.7 2137 227 6 224.3 205 6

昭和3 9年以降は拡大造林地域が多くをり,再造林面稽は極度に小さくなっていることは注目を 

要する。す左わち最近の伐期齢は従来の2 0年前後から漸次高伐期へと移行しつつあることをしめ 

している

—1〇 ー

5 津山林業のあゆみ

(1)沿革と現状

この地方は前述のように農耕地が少なくその大半は畑,桑園,中川にそってある田は湿田で毎年 

の冠水で自家保有米の確保も困難なところである。

本地域の8 5 %をしめる森林に明治後期に蚕糸の暴落に対する救済として,公有林生業扶助林事 

業で8 5 haの造林を行ったのが人工造成の始めといわれており,その後これに刺激されて町村有 

や一部篤林家によってスギの植我が行なわれ,その結果スギの植林が進められ,一般に普及しはじ 

めた。・

戦後は發蚕業の低落と,エネルギー革命による薪炭林業の大幅な縮少によって,ますますスギ林 

業を中心とする林業地带に移行し,地域のスギ林の生育の旺盛さから山林所有者は人工造林の有利 

性を認め,本地域全域にわたってスギの植林が行をわれるようになり,今日みられるようにスギ林 

を中心とした林業が成り立つようIてなった。

このようにして津山町地域のスギ林業として基盤が出来上ったのは昭禾D期に入ってからで,全国 

的に知られるよう左有名林業地に左ったのは,林業改良普及叢書 に全国有名林業地として紹介 

せられた昭和3 0年頃からである。したがって新興の林業地ともいえる。

また,零細所有者や所有山林のない人に町の施策として町有薪炭林や放牧採草地をグループに貸 

しつけ,植林を励行してきた。さいわい周囲の諸郡には比較的森林資源が少ないので,それらに対 

して恰好の林産物供給地になっている。

⑵ 今までの造林のねらいと生産の特^(,慣行技術の方式

造林上の特徴はとりたてるほどのものは左いが,その概要をのべると苗木は以前は他県より購入 

していたが,最近は地域内に母樹林を設けて採種した苗木をもちいている。

苗木養成は津山町森林組合と自家養成であるが,近年造林面積の拡大にどもなって苗木の供給が 

不足と左り,県下鬼首産を中心とした裏日本系品種を地元近かくの民間苗畑から求めている。

植栽本数はba当り3, 00〇〜& 500本であり,苗木は3年苗の苗長45 cm上を使用している。

補植率は約1〇彩程度できわめて活着がよい。

保育作業忡下刈を7〜8年まで行在い,3年注では牟2回実行する。下刈機はほとんど導入して 

いない。つる切りは下刈後1年おきに行ない除伐は1〇年生頃行左う。

除伐後の本数はha当り2, 800本を維持するように配慮している。

間伐はI2〜15年に第1回目を実行し,材植でha当り約10冰ほど収稚する。その用途は稲 

杭,足場丸太左どである。 ,•

第2回目の間伐は18〜2 〇年頃行ない,ha当り約2 〇〜3 〇狎の間伐材を収穫している。

•主伐は2 2 — 2 3年に行ない1ba当り約5 0 0湖の生産量を収穫しているc

本地域についての成長関係は後章の実態分析の項で詳しくのべるが,きわめて成長力が高く高蓄



積林分を造成していることがわかる〇

生産の目標

生産目標は細角材で,住民の大部分が棉に依存しているため,投入料・の早期回収とじて短伐期 

施業がとられている〇これらの材は本地域内に製材工場が多い(津山町内には12の製材工場があ 

り・,年間3万5千河の素材を消當している)関係から,地元への処分が多くそれもほとんど立木の 

Wま販売されている。

参考までに経営事例により,生産の目標を明示することにする。•

経営事例 ,• . • • ,, • ■ - ■ - ■1 3 . •:-
K家の間伐を主体とした経営目標

〇植栽本敎 ha当り3.000本 •1' •-・ ゝ:■- • •

〇・林齢!-タ年・間伐本数率1〇 %,間伐本玆3 0 0本(除間伐)

。林齢17 718年 間伐本数率2 0•务,間伐本数5 4 〇本

〇林齢2 2年 本数間伐率1〇芥,間伐本数216本

•〇林齢2 5〜3 〇、年主伐本数19 4 4本

S家の林分内容,•主伐2 5年生の成績(ha当り数値)

胸高直径範囲 本・ 数 材.• 積

1 2 .•〜 1 8 cm 2 9 6本 4 9 泌

2 〇 2 8 1.4 1 〇 4 5 6

3 〇 〜3 8 1 6 〇 2 0 6

4 〇 ～ 4 4 2 3 2 5

・計 1.88 9 73&

平均直径21.7 cm,平均樹高!& .8 m,現在まで間伐を2〜3回行っているが数量は不明

経営事例の考察 .• '

上記の2事例からみられるように林齢2 5年生でh貝当り^ 2, 000本近い本数を主伐健で維持し 

ていることが,主伐材積を高める最大の特徴となっている。・

.•樹高成長からみて本事例は宮城県地方民有林収秩表お の地位1等地に相当するが,成立本数は

3等地左みの多い本数を林地に殁してい.る。

無間伐林のようにひどくこみあった林では,成長するにつれて林木問の競争がはげしくだり,劣 

勢木となったものから枯れ始める。この状態を森林生態攣でぱ皆己間引きと称しており,密度(ha 

当りの成立本数)には生育段階に応じた上限界があり⑨"( daを坂口佃士は最大本数密度といっ 

ている知)),この上限界本数すなわち最大本数密度以上の密度の林は現実林にはみられ左い。

上記2事例は坂口蘭士 (がいう:最大本数密度を林地に残存している。、Vのためh a当りの•主伐本数, 

主伐材精はきわめて高く,’このよう茨こと’•が本地域が短伐期であるにもかかわらず,高い生産をあ 

げていることのTづの喪付けどなっていると見行ことができよう«・

12-

6,本林業地の実態分析 ,•

本地域で各齢階から平均的左林分を2 5か‘所えらび林況調査をした。ただし林齢4 〇’年生以上に 

ついては極端にこみ合って現在自然枯損木を生じている林分,強度の間伐を行っている林分,ほぼ 

本地域め平均に近い林分を調査の対曳とした。

本林業地のスギの植栽地域は,土壤条件はほぼー様な場所で,宮城県内ではスギ林の成績がきわ 

めて良好左地帯といわれている。的)林地生産力の指標となる樹高成長から本地域内のスギ林の成 

長の実態を分析してみよう。

(1)樹高成長の分析

地位の判定は樹高の大きさでもって一般的に表示される。'13)•従って樹高成長の旺盛た地域ほど 

林地生産力が大きく’,森林施業においては平均樹高は重要な意味をもっことに左る。

•本林業地の樹高成長をみると図ー1にしめすように•林齢を逆数値とし平均樹高を対数値にする

20 - 30 40 50 60 70 80 .9.0 .100

(林齢の逆数)•1.〇〇〇

• ' • ■ !,1 1 ■ - ■■
図ー1 添山林業地の林帽と平均樹高の関係

,；- > ハ"•:"し. •;

ことによって,一次回帰関係をしめし次の実験式でもってしめされるC

b ■ ： " 「・・・..;:
H = ae ～ T

25

20 

平
15

均

樹10

高

5
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上式によって常数,係数をもとめると⑴式のように左り•このときの相関係数は一 Q 9803とき 

10g を=1.5074 - Q 007Iコ夢 ......(1)

わめて相関度が大きいことがわかる〇

⑴式にもとづいて各齢階ごとに平均樹高の平均成長量,連年成長景をもとめると表ー12のよう 

に左り,連年成長宏は林齢1〇〜15年で最大のQ 9 mをしめし,平均成長景は林齢15年で最大 

のQ72 mをしめすが,2 0年(ft 71m )との差はほとんど左い。東北地方の裏地帯の秋田地方

表ー12 樹高の連年および平均成長髭・

林 齢 総成長髭 連年成長量 平均成長筮 成長率

!〇 年

1 5

20

25

30

3 5

40

45

6 3 m

10. 8

14. 2

1& 7

18 7

2Q 2

21.4

22 4

m
Q 90

Q 68

Q 50

Q 40

〇. 30

Q 24

Q 20

Q 63 m

Q 72

Q 71

〇. 67

Q 62

Q 58

〇. 53

Q 50

%

1Q 53

a 83

a 24

2. 26

1.54

1.15

Q 91

では,平均樹高成長置・は林齢20年から3 5年史でほとんど同じ岸をしめし,この期間が樹高の平 

均成長量の最大期である。このような現象からみると津山林業地は表地帯特有の早生型の樹高成長 

の特性をもっている。

本地域がどれだけ樹高成長が旺盛なのかの判定として,宮城県地方民有林スギ収稗表の地位1等 

地の林齢に対する主林木の平均樹高を図一Iにしめした。この結果本地域は収琲表の1等地の成績 

を上廻り,きわめて地位の良好な地域であることがわかる。

図ー1からみると同一林齢の林分間では平均樹高に大差はみられ左い。したがって収租i表で分け 

られているよう左地位1,2 , 3等地のような平均樹高の幅はない。しかし現実に存在する森林の 

蓄積は同じ齢階であっても大きくことなっている。このよう左成長の相違は森林の取り扱い方法 

(本数の管理のしかた)によって肥大成長がこと在り,その反応として材積生産髭に相違をおよぼ 

している。これらの関係については直径の分析の項において詳しくのべたい。

(2)林齢とh a当り成立本数との関係

津山林業地の林分の取り扱いが,いままでどのよう左形で行なわれてきたかを類推するには,ご 

<おお性かな見方として林齢の推移にともなう単位面積当りの本数の動きによって施業のあゆみを 

推測できる。詳細左検討としては,各種の成長の法・則をもとめ,この法則性と本数の動きを対応さ 

せて論ずるべきであるが,これらの関係については後章にゆずることにし,本地域の本数の動きを

—14 —

図ー 2にしめそう。



図ー2から伺がわれるように同じ齢階でもha当りの本数の多い林分や,また非常に少左い林分 

がみられ,全体的な傾向としては図にしめしたような上,下限線に囲哇れた形で,林齢が高まるに 

っれて本数が減少している。

上限線を1〇〇とすると下限線は50に相当し,各齢階別にみると津山林業地は本数密度は2倍 

の大きさであるといえよう。

ただここで注意して図を見なければいけ左いことは,すべての林分にあ、いて林齢の高かまりとと 

もに本数疎開をやっているとは限らず,例えば1〇年生で!.500本の本数が残され,その後3 〇年 

生まで1,5 〇 〇本のさま林分を推持していることもあり,単純に各林家に共通した木玉営目標によつ 

て森林が左りたっているということではないい

このため•本地域に実在している,または過去に行をわれてきた林分取り扱い上の生産技術をみ 

ようとするには,林齢と本数の関係は無意味左ものに左り,むしろ実成長要因を.しめす平均直径と 

本数とか,平均樹高と本数の関係を究明することが当をえているといえよう。

このようなことから,いろいろの密度の調査資料によって胸高直、径と林齢との分析を進め,この 

結果にもとづいて森林の取り扱い別に資料を分類し,各種の取扱い別の林木,林分にお•よぽす影響 

や反応または効果について論じよう。

⑶ 森林の取り扱いのちがいが,直径成長におよぼす影響

林齢I〇年生以上の2 2か所の林分調查資料によって,林齢と平均直径の関係を分析した。

図ー 3にしめすように林齢の逆数値と平均直径の対数値とは,直線的回帰関係をしめしている.,

20 30 40 50 60 70 80 90 100

, 林齢の逆数値X1,000

図一3 林齢と平均直径の回帰関係
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よってこの回帰式は

_ ・ご反 _

D = ae T !og D = a — b

を満足することがわかる。

表ー13によって上記の関係式を求めてみると,

表ー13 林齢と平均胸高直径との関係

林 齢 平均胸高直径
ほ),1.00〇, 口 log D

1 〇 a 8 100 Q 9912

1 〇 a ? 100 Q 9868

1 〇 & 8 100 a 9445

15 .17 4 67 1.2405

1 6 13 6 63 1.1931

1 6 18 6 R3 1.2695

2 〇 I& 4 50 1.2648

2 〇 la 5 50 1.29Q0 '

2 〇 2Q 8 50 1.3181 I

2 5 la 9 40 1.2989

2 5 25 6 40 1.4082

2 5 ia 9 40 L 2989

2 6 24. 6 38 1.3909

3 〇 24. 6 33 L 3909

3 〇 22 5 33 L 3522

3 .2 24. 9 31 1.3962

3 5 .27 1
f

29 1.4330

4 〇 25 〇 25 1.3979

4 〇 27 1 25 1.4330

4 〇 2& 9 25 1.4609

4 〇 26 6 25 1.4249

4 3 25 9 23 1.4123

計
Ex 財

1050 2& 5977

N = 22

X = 47 7273

y = 1.2999.

混— 63180

Sxy = 1288 0314
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Sxy~XxS^/n 128& 0314 —(1050 )( 28 5977)匕

D = - -------------------------- - ------ -  = 一 Q 00588
2"工2一(&)イ 8& 180 _ (1050)/

9 = a — b(云)から

a = L 58054

よってlog D =1.58054 — 〇. 00588 丄・平。
直径の逆数値:の1.000倍をもとになおすと

log D =1-58054 — a 88 4-..................⑵

すたわち,⑵式は林餘と平均直荏の関係の中心線をしめすことに左る。

各齢階別の平均的な中心線は⑵式によって決定することができたが,現実分林の資料はこの中心 

線の上,下に分布している。したがハて各齢階別に全体の資料の分布傾向をあらわすため,⑵式の 

推定値と調査資料との偏差をもとめ,各齢階別の変動係数を検討する必要がある。

す左わち,

分散;パ,=己一切二2_ロ二,標準偏差J咲

Iゝ・

変動係数;cvt =("ッ至,)x100

によってそれぞれの統計量をもとめたC

この結果,変動係数は林齢15年と2 5年は大きい値をしめすが,あとの齢階ではほぼ5 %前後 

の一様の数値をしめしている。このことから変動係数は年齢に関係左く,ほぼ一定と考えて直経成 

長:も・•を3分類に大別し,変態図法(し⑵ により齢階別の平均直径の分布図を作成した。こ・れを図 

—4にしめした〇

この図からわかるように,平均直径2 5 5になるのに早いところで2 5年,成長のおそいところ 

では実に4 0年を要していることがわかる。同じ大きでの材を生産するにしても,このように収襁 

期の林齢に大差が生じている。また逆に林齢2 5年で平均直径の大きさをみると,最小は2 0叫 

最大は2 6 cmと左って6皿の成長差をしめしている。

以上のよう左図ー4からみられる事実にもとづいて,同一齢陪でもって大きい直径量をもつ林分, 

平均的な大きさをもつ林分,小さい直径胃:をもつ林分の3つのタイブに,資料を分類し図にしめす 

ように成長の早いものからI , ロ,叫のグルーズに林分資料をわけた。

各ダルーフごとの成長のちがいは,先にものべたよ,うに樹高による地位差はほとんどみられない 

ので,森林の取り扱いのちがいによって肥大成長が抑制または促進されて,平均直径の大きさがこ 

となるものと考えられる。

—18 —

この関係を明らかにするため,各グループごとに平均樹高と密度(ha当りの成立本数)の関係 

をみてみよう。

図ー5にしめすように,各ダルーブごとに平均樹高を横軸にとり,ha当りの成立本数を縦軸に 

しめしてある。この図から察しられるように植裁本数約& 〇〇〇本からスタートして平均樹高の大き
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平 均 樹 高 3)

くなるにつれて,成立本斂は種間や種内競争によるための祜損や,除伐,間伐左どによって減少し 

ている。

この傾向は平均樹高約1〇 m付近までは各グルーブとも同じような本数減少傾向をたどっている 

が、平均樹高!〇m以上になるとIのグルーブはより強度の疎開がみられ,n!グループは平均樹高 

10 mかち2 5 mの間では,成立本数の愛化はほとんどみられない。す左わち平均樹高1〇川付近 

から間伐による森林の保育作業は全く行も・っておらず,放壁の状態である林分であることがわかる。

また,ダルーブ!［はIほどの強い疎開ではないが,樹高成長にとも左って間伐による本数減少の 

あとがみられる〇

•この’ように間伐を全く行方:わないか,ふたは積極的に系統的に行なうかによって,図ー4にしめ 

したように直径成長覺を大きく左右することがしられる。

以上の考察のようを,津山林業地の森林の経賞方法には3つのタイブが現実に存在し,

—2〇 —

タイブI,系統的にやや強度の間僂を行って大径材を生産している林分

タイブ!I•系統的にやや中庙度の間伐を行って中径材を生産していあ林分

タイブ皿,平均樹高1〇叩以降全く間伐を行なわず小細径材を生産している林分

"のよ,うに分類される。

図ー5によって平均樹高を基準に各グルーブ•ごとのha当り成立本数をしめしたが,この関係を 

平均直径を基準にして考えてみると図一6にしめすように左る。

図ー6 森林の取り扱い別の平均直径と本数の関係

すなわち,さきの平均樹高の例のように,平均直径の増大にともなって,本数疎開のさせ方がグ 

ループごとに明瞭な特徴がみられる。

この関係を表ー14によって整理してみよう。



表ー14 経営方式別の平均直径に対する成立本数

平均直径
I n ni 坂口博土による 

最大本数密度疎左経営 中庸左経営 密な経営

1 〇 cm 2, 500 2, 500 2, 500 7, 419

1 5 1,600 1,.700 1,700 a 865

2 〇 1,300 1,400 1,600 2» 396

2 5 900 1.100 1.600 1.670

3 〇 700 900 1.600 1.237

参考までに坂口博士の報告頂)による,直径階別の最大本故密度をかかげた。この表から察しら 

れるように,経営方式によってきわめて明瞭左手入れのちがいがみられる。

このよう方経営方式によったときの,林齢と直径成長の関係を表ー15にしめそう。

表一15 経営方式別の林齢に対する平均直径

ゝ\経営方式 

林齡
I

1〇 年 1 Q 4 cm 9. 5 cm & 5 cm

1 5 1 6 5 1 & 2 ia 6

2 〇 2 L 5 i a 4 n 5
2 5 2 4. 6 2 2. 5 21 2 :

3 〇 2 T 4 2 4. 8 2 2. 2

3 5 2 9. 4 2 & 6 23 7

_______________U__ 3 Q 8 2 7 8 _________勺ー一J

以上森林の取り扱いのちがいが,直径成長にどのようを影響をおよぼすか,本林業地の実態につ 

いて分析した。この結果現在までみられる森林の取り扱いは,3つの方式に分割することができ, 

坂口博士の提案する最大本数密度を主伐時期近かくで維持させるようをきわめて密立化したものか 

ら,この約半分にあたる強度疎開の間伐方法を採用していることがわかった。そしてそれぞれの方 

式別に,各齢階別の平均直径の大きざは大きくことあり,いま達でのスギ林の研究で,森林の取り 

扱い方法のちがいによって,単木の形態が極度にちがうことが明らかにあっているが,本林業地に 

おいても施業技術の効果が,単木の大きさに大きな特徴として現われている。

宮城県地方の民有林スギ収稚表調製のための基礎資料的 とをっているスギ林としては正常な 

姿といわれる資料によって,間伐前の各直径階別の本数をみると,図ー 6にしめすように,平均直 

径2 〇血までは津山林業地よりは,多くの本数をもっている。20師以上になると津山林業地の中 

庸左経営方式に近づいていることがわかる。

よって,本林業地は宮城県全体の理想的な林分の実態からみると,密左経営方式をのぞいては, 

強い間伐を行ってきていることがわかる。

(4)材積成長の分析

材積生産置:を明らかにするため本地域の調査資料によって,林齢と材積の関係を分析してみょう。
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図ー 7にしめすように,各林齢別の材秋量をブロットすると,この両者の関係はい達唾で分析し 

た直径,樹高の場合ど同じく V=ae-菖・でもって回帰関係をしめ・すことができる。.

図ー7 林齢と材粘の関係

この回帰式をもとめると⑶式のようになり,相関係数はQ 9740ときわめて大きい。•

log V = a 1514 一 a 012869 丄典Q-.................⑶
u

⑶式をもとに各齢階別の推定材耕と連年,平均成最推左らびに成長率をしめすと表一16のよう 

に灰る。
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表ー】6 齢階別の材帮成長景

林 齢 総成長量 連年成長景 平均成長量 成 長 率

1 〇 4e 73 2か • . 77?» Z 3か %
.1 5 .19& 6

24. 7
ia 1

18 30

2 〇 322. 〇
25 1

1G 1
a 67

2 5 43S 1
22. 2

17 3
5. 89

3 〇 527 7 18 9
17 6

R 94

3 5 607 7
16 〇

17 4
..2. 82

4 〇 675 6
u 6

1,6 9
.k 2 12

4 5 733 5
11.6

16. 3
L 64

5 〇 ___________ 783_4 _________
1Q 〇

15 7
1.32



この表から一見して察しられるように,本地域はきわめて多くの材積を保有していることがわか 

るCこのことは前述の直径,樹高成長の旺盛左ことが,材積増加にあらわれおどろくべき生産母を 

しめしている。

同県内の鳴子句・地方はスギ林業の有名な地域であり,この左かでスギ林の保育に秘極的に間伐作 

業をとりいれ,その成果を実証するため間伐展示林をもっている,T家の成長2)と比較してみる 

と表ー17のよ,うにたる。

表ー17 津山林業地と鳴子林業地の比較

林 齢 (聲10 1 5 2 〇 2 5 3 〇 3 5 4 〇

津山林業地
赫73

t 197 322 433 528 608 676

鳩子林業地 
T家

M 1801 257 331 404 475 544 613

表からも明らかをように,津山林業地ば鵬子地方の林業に匹敵する材秋生産邦:をもっていること 

がわかり,鳴子林業は津山の短伐期施業にたいし長伐期施業をとっているので,各齢階別の蓄稍に 

はそれぞれ施業の特徴があらわれ,林齢2 0年ま£は長伐期施業の鳴子では余り間伐を行なわず, 

林地における蓄卿を高める方法をとっているのに府し,あ山林業は2 〇年前後が従来落での伐期で 

あった関係から,成林初期の頃から間伐を始めているこ在易:表ー17から察しられる。

また林齢2 5年以上にたるとこの関係は逆転し,津山林業地は長伐期施業の未熟なことをうかが 

うことができる。 •

本林業地の連年成長毋は,林齢15〜2 0年を最大にして以後家齢の増大につれて滅少していく 〇 

また平均成長景は林齢3 〇年をマクシマムにし,現存幹材積拳・のみでみたときの材秋最多の伐期齢 

は3 〇年生であることがわかる。

さらに,平均成長髭を最大にする伐期齢は,図ー 7の材禪総成長曲線に原点(运,9 = 〇 )から 

引いた切線の接点が3 〇年であることから,校期齢を推測することができる。④

前節の表一9に本地域全体の齢階別の面密と材裆をしめしたが,・この数値によって針莱樹の平均 

成長暴をもとめると,本分析と同じく林齢3 〇年で収稚最多の林齢がみられる。

・た,宮城県民有林スギ収秒表の地位1等地の,平均成長布:最大値は3 5年と在っており,本分 

析とは5年のちがいがみられる。

以上のように収稚最多の伐期齢が早いことから,表日本特有の成長拓)をしめしており,茨城地 

方(3 0年)’紀州地方(3 0年)と同じく生育の特性からみても,同じ宮城県内であっても奥羽 

山脈よりのスギ林地帯よりは,若い伐期齢をとらざるをえないであろラ。

4
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7 津山林業の考察と,今後の森林造成のあり方

(1)森林施業の基本的な考え方

森林の施業を行なうには,各地域ごとの蘇林の生育の実態から,各種の取り扱別の予測,将来の 

あるべき姿を想定しなけれぱ玄ら左レ^

このため現況を十分に詳細にはあくし,目的を設定し,その両者を橋渡しすることが森林施業の 

骨子となってく・る。したがって森林経営の有機的形成は計画をくしては不可能である。16)また, 

自然法則的見地からの森林施業の進め方も充分考慮しなければならず,森林施業を行なうにあたっ 

ては,いか玄る条件(因子)を考慮して,いかなる技術の導入をすれば妥当な施業を行ないうるか, 

総合的を判断も必要となってくる°17)

また,厳正に連年収極作業を営むには,その基本条件として法正齢級配置,法正林分配置,法正 

蓄積,法正成長挙:の確立が必要事項と左ってくる""ことはあえてのべる憶でも左いところである。

古来からいわれているように,最とも安定した林業は,連年成長景だけ収穫の対象とし,収稚景 

(伐採拭)を多くしたいときは,成長毘を牛みだす森林蓄積の増大をはからなねば左らないことに 

なり,坤)皆伐を前提の人工林の施業は,ウッ閉初期の成林以降から間伐のやり方が高成長を生み 

だす原動力とたり,また伐期延長の橋わたしとして間伐材の中間生産は重要性をお、びえてくる。

い凌すでの幾つかの間伐試験地による実証研究の成果のなかで,19)共通的左試験の成果として, 

林分を極端に疎開しないかぎり,総収模虽や成長景はほぼ一定に左ることがわかり,さらに間伐施 

業によって直径の大きい,樹高の高い良質材の林木を生産することができ’,林業の特殊性である長 

期産業の左かで,間伐によって期間中の中間収入をあげることと,主伐までの間に間伐によって林 

分を生産性の高いものに充実する両面の力を発捶じており.間伐の重要性が改めて認識される。

森林造成の根本的な考え方は,昔からいわれているように適地,適木,さらに適作業が完全に履 

行されて始めて理にかなった森林を作りあげることができる。この適作業はさきにのべた法正を林 

分の考え方にほかならない。

森林の経営を考えるとき,林産物としての収後髭を主伐においてどれだけ期待し,また中間収・穫・ 

量としての間伐方法や量・をどの程度求めるかによって,森林の取扱いがちがってくる。

このことから,経営目的を達成するため,それぞれの要求にもとずく森林の取り扱い方法がなけ 

ればならをいし,そのための具体的森林取り扱いの指針や,モノサシとなるべきものがなければな 

ら・:レ、 . '

以上のように人工林の施業を進めていくには,その土地に最も適した樹種の決定,将来の利用目 

的からみた植栽本数の•決定・うつ閉(成林)するまでの保育の仕方,うつ閉後は利用,収入をもと 

にした中間収穫避Jを,何時,どのよう左方法で,どれだけの量を収穫するかの間伐問題が,人工林 

の皆伐作業を前提とした施業では重要な意味をもってくる。 1

さらに伐期齢の決定や,伐採方法まで含めて施業法を確立し左ければならないであろう。
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しかし,このことは物質生産のみを主体にした,：•自然の法則性の追究からのみの殊林施業であっ 

て,実際の森林経営にかいては林道綱をどのように策定するか,木粉市場との関連,経済上からみ 

た植裁樹段,伐期,森林の取り扱い方法,さらには投下労働景,.収・入,産出’面泛ど経営経済の分野 

を包含して,はじめて施業技術と経営技術の総合された,真の意味の林業技術となる。

このように社会,経済的影啓によって動く条件と,自然の法則性のみのほぼ固定した条件を同時 

に考えると,林業技術は非常にむずかしいものになってくるし,森林の経営は祓雜多岐にわたって 

くることは,あえて強調するまでもないところであろう。

この報告は動く条件の経営経済関係はひとまずおいて,森林に投入する生摩技術の面からの取り 

扱い方法を自然の法則性からもとめ,これを活用して津山林業の今後のあるべき姿を論じよう。

スギ人工林の各地の収穫表からみられるように,’材芯平均成長:砒が最大に逹したときの成立本数 

は,植我本数に対比してほ(黔彳から%に滅少していることがわかる。2°)す左わち主伐にいたるま 

での間に,相当数の林木が収穫されることに左り,この収徑景は生育初篇において,胖分を形成す 

るまでの除,間伐左どで切り捨てするもの,いわりる林木の生活上の必要にもとずくものと,成林 

以降において間伐作業によって利用に供されるものである。後者の間伐によるものが大半であると 

考えてよいであろう。

このよう左植栽本数と主伐本数との差を,どのように林業的に有効に活用していくかが,人工林 

の施業の大きな使命となる。・

本齢は実際の森林について成長の仕方を考察しつつ,森林の搆造(内容)と成長,収稚を主体と 

した反応や効果をもとめ,生産上の技術的方法を体系ずけていきたい。

⑵ 津山林業地帯における森林生育上の,いくつかの法則

林業を営むには自然順応の技術でなければならをい。部)そのためには森林の生育関係の諸法則 

をつかみ出していくとともに,これらが他の林分因子とどのよう左運関をもちながら,森林が自然 

の秩序を組立てているかを明らかにし左ければならない。

したがって林業ではこれらの諸法則や,その森林社会の構造上の秩序の把握が必要と左り,生態 

学の応用や森林造成の実践の場において,林木,林分の生活を重視するとともに,森林の構造と機 

能を追究しなければなら左い。

このようをことから,津山林業地帯について.森林の施業上要求せられてくる実在するものの法則 

のいくつかを求めることにする。

単木成長と林分成長との関係

森林生態学の研究から•個体成長(単木成長),林分全体の成-長(・林分成長)は密度によって左右 

されることが理論的にも実証的にも明らかにされている。刃)

,津山林業地の実態調査資料から,•平均樹高•18〜2 をもつ林分をあつめ,ha当りの材液と 

平均1本当りの材積との関係をみてみよう。この両者の関係を見やすいようにha当り材積の最大 

値を1° °•としで,これをもどに他の•林分の材積を.r 〇 〇分比でしめす。同じように平均単水材積
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についアも駁大値を10 0として,他の林分の平均単木材初iは最大値との1.0 0分比でもとめたe

この結果を図ー 8にしめ•す。 ・ ' • -

ha当り材積(% )

図ー 8 林分粉積と単木材積の関係

註:林分材積7 6 0技を1〇 〇 ,平均単木材統Q 6 8 8が.

を10〇として,’それぞれの調査成績を1〇 〇分比で

しめじた〇

この図から明らかなように,ha当りの材積公ある％•以上に逹すると,平均単木材積の・は小 

さくなってくることが姑かる。す左わち同じ平均樹高をもつ林分では,当りの蓄積がある限界 

以上になると単木の型態が小さくをること力めか・る〇この例ではha当り材積が約6 〇 〇舟以上に 

なると平均単木材積が小さぐなることがしられる。

森林の構造上の1つの特性として林分材積と単木材積は密接な関係をもち,同一樹高層では蓄積 

を或る限界以上に多くすることは単木型態を滅少させることになる。このことから単木成長を高め 

っつ,林分全体の蓄靜を高める限界のあることが知られ,しかも各樹高層ごとにそれぞれの限界材 

テ資が存在することが推測される。:

よって各樹高層ととにこの関係を求めるため,宮城栗民有林収種表調製のための原資料である

標準地調査資料と本林業地の胸査資料とによって図ー 8の関係をもとめよう。

平
均
単
木
坂
積 

％
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平均樹高1〇.12, ..........., 2 〇 mtでの調査資料によって,単木成長が阻害されてくる林分

蓄積(これを限界材積とよぶ)を図ー 8の方法でもとめ,平均樹高と限界材積の関係をしめしたの 

が図ー9である。 •

平均樹高(m)

図ー 9 単木材秋が最大に左るときの限界林分材積

平均樹高(肯)と限界材積(V)との回帰式をしめすと⑷式でしめされる。

V =— 451 429 + 3 1. 2428(盲)......... .••…(4).

またこのときの相関係数はQ9 4ときわめて高いことがわかる〇

よって津山林業地の各平均樹高階別の単木成長を高めつつ,さら^Cha当りの林分材和Iの最大を 

ねらう適正左林分型態は,(4)式の推定値から表一18のとお、り決定することがてきる。

註:(限界材積V ) =-451429 + 3 1. 242-8 (平均樹高豆)により算出

表ー18 平均樹高階別の単木成長,林分成長を高める限界材積

平均樹高 限界材積 平均樹高 限界材積

1 〇 (m) 2 6 7 (部) 1 6 (m) 4 5 5 (が)

11 2 9 9 U 48 6

1 2 3 3 0 18 5 1 7

1 3 361 19 • 5 4 8

1 4 ： 392 2 〇 580

1 5 42 3 J 2 1 6 11
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森林の取り扱い上からは,樹高の成長に応じて限界梱前後の蓄秋を維持することが好ましい施 

業型態となる。限界材積の具体的な活用については後章にゆずる。

森林の構造と直径成長豈の関係

第6章の3.節で森林の取り扱いのちがいが直径成長にお、よぼす影帳を明らかにし,密な林分ほど 

特定の太さの林木を生摩するには,多くの時間のかかる.ことをのべた〇

平治胸高直径,平均断面秋,平均幹材商などは,それぞれL定の傾向をもって密度Q影響をうけ 

ることがすでに知られている。すなわち低密度ほど単木成長が促進されることは,いままでの間伐 

試験左どで例外左く認められる共通した我象である。

Wimmenauer22)は平均胸高直径(〇)と密度回)の関係を⑸式でしめし,この関係は地位,林齢 

log D = — "b log N + a .............(5)

に関係なく,同一の取り扱いをうけた林分では,同一曲練により示されるとのべている。この関係 

はよく適合し今日ではV/immenauerの法則として収稚表調製上重要な公式として用いられて 

いる。

この関係式の意味するものは,密な林分ほど直径成長が阻害それて,小さい平均直住になること 

をしめし,森林の取り扱いと平均直径の関係をみるにはもっとも都合のよい方法とをる。

津山林業地の実地調査資料と宫城県地方スギ林収秋表即製のための標準地調査資料によって,成 

立本数の多小が平均直径にどのような影鲁をおよほすか図ー1°によってみてみよう。

3 000 4,0001,000 2,000
ha・当り成立本数
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林齢2〇年と3 〇年生の資料によって,ha当り成立本数と平均直径の関係をブロットすると, 

両方の林齢とも成立本数の増大につれて平均直径は減少し,2 〇年生の林分よりは3 〇年生の林分 

の揚会が減少傾向が強くあらわれている。

この関係を具体的数値でみるため,各林齢ごとのブロット資料の上限値の回帰線をもとめ,傾き 

の係致をみると林齢2 〇年では一 Q 0 〇 2 9 6,林齢3. 〇年生では一Q00 577となっている〇 

この意味するものは林齢2 Q年生では成立本数1〇 〇本ほすごとに平均直径はQ 2 9 6みつ小さ 

くなリ,林齢3 〇年學では成立本数10 〇本ますごとに平均直径はQ 5 7 7次卜さくなることをし 

めしている。したがって林齢3 0.年生では2 0年生のときの約2倍の强さで,成立本数の多少にょ 

って平均直径が袤化することをしめしている。 •

よって伐期において或いは問伐材において,期待したい径級を目標にしたときは,上述の專径成 

長の法則を成立本数と対応させながら森林の経営を行うことが必要と左ってくる。

林分の密度と生産

问・林齢,同一一樹高の林分では,ha当りの成立本数の多いほどha当りの蓄積は大となり,こ 

のときの冋帰関係はロジスチツク曲線によって表わすことができるといわれている。之】)具体的な 

表現方法として密度効杲の逆数式と!-CIわすことができ,ha当りの成立本数(N)と林分の材積仞 

の関保は,⑹式:を満足するとされている。

号=a + b卜....... .(6)

芝た,数多くの実証研究の成果から,どのよう左林齢の森林であっても,平均樹高が等しければ 

⑹式が充分に成り立ち,各樹高階ごとに密度と生産の関係をしめすことができる。

この考え方にもとずき津山林業地の資料と,宮城県民有林スギ収極表調製のための資料とにょっ 

て,林齢に関係なく平均樹高を3〜12彻,13〜17血,18〜2 2 mの3階級にわけ,ha当 

リの成立本数と材積現存星を求めたのが図ー11である。

図の横軸には成立本数をしめしてある力号同じ樹高眉の林分でもha当りの成立本数の幅は大き 

く,平均樹高13仇から2 2 m咬での例ではha当り約5 0 〇本から最大は約2 0 0 0本に及んで 

むり,実に4倍のちがいをしめしている。

このように成立本数が極端に大きいものから,極端に小さいものへと多岐にわたっておリ,実際 

の森林の経営,造成にあたってはどのような本数の維持管理がもっとも好ましいかを明らかにする 

必要があり,実在する森林の生活の特性をおさえて本地域の施業上のあるべき姿を正当化しなけれ 

は方ら左い。

図ー1］にしめしたデーターを・各樹高鬲ごとに中心線を徒手法で決定し,それぞれ図中にしめし 

てある〇このときの平均値は平均樹高10,15, 2 0 の3本をしめし,これから密度別の材積 

現存堤:の関係をみることができる。

すなわち,•各樹高陶とも成立本数の増加につれて,ha当りの材積は増大し,同一樹高階では本

! 一 30 —
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当
り
材
植

ha当り成立本數

図ー11成立本敬と材積の関係

数密度の大きいほど幹材積現存量は多い事実をしめしている。これに反して1本当りの平均幹材積 

や平均直径は,本数偌度の大きい林分ほど小さくなることはすでに一般的に知られてい・る。

実際の森林経営を考えるときは,単位面積あたりの総収獲:任でもって材積生産力を評価し,また 

経営目標を逹成することが多いので,図ー!1の密・既と生歩の関係にその林地に今まで収穫されて 

きた間伐木を含めて論議されるべきであるが,閃)本地域については残念東がら適当な検討資料を 

入手することができない。いはまでの研究では間伐の囈さが若干こーと左っても,総収穫量におよぽ 

す影装は(ほとんどみられず,最大の特徴点として.は単木型態の大きさが間伐の強さによって左右さ 

れてくる。出来うるならば単木の最大をねらいつつ,しかも総収稚量を最大に期待できうる森林の 

経営を,どのようにして求めるかが最大の関心となってくる。

さきの表ー18にしめした単位面積あたり・の全材植(現在幹材積)と/1本あたりの平均材積の 

大きさの関係を,図-•11に有効に活用しつう生産力の高い施業方式を考えるべきであろう。

森林の構造と林分材積

森林の施業を行なう場合,森林の実態を明らかにしないと,とりあげるべき施業体系を確立する
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ことは困雑である。そのため経営診断として該当林分の平均直径,平均樹高,本数などの他に材秋 

を必袤とすることが多い。これらの要素が明らかになると,始めて将来の予測や導入すべき技術の 

具体的方法が生れてくることになる。

このよう左ことから簡便にha当りの材積を求めることができると好都合となってくる。

材積はどのよう左因子によって構成されているかをみると,単木の場合は材秋を"),樹高を(h), 

断面積を版),形数ゆによって⑺式にしめす関係でもって単木材積はしめされる。

v = i*, h, g ...................... ⑺

ある集団の林木の全材秋は,そこに成立する本数をn本とすると(8)式によってしめされる。

n v = j 座］(fj. h丄 gi)...............⑻

この関係をha当りの材積。と,ha当りの断面秋合計(B)と,平均樹高ド)によってみると,各樹 

高階ごとに(9)式を灣足していることが,い性它での研究や,森林の構造上の法則から明らかにしち

V-f©) .......................... (9)-

れている。之の

津山林業地について,ha当りの林分材積の法則をみようとすると調査資料が余りに少なく,さ 

らに宮城県民有林収稚表調製のための標沖她調査賀料を含せても,各樹髙階ごとに資料を分類する 

と同一樹高層の資料数は変動が大きいので,平均樹高階別に資料を分類することはなく,各平均樹 

高層を通じた林分材秋の算出を考えた〇

この場合CO),(1Dの両式が考えられるが(10)式によって検討すると,資料のバラツキが大きく,誤差

V = aH4-l)pH ............... 〇〇)

V = aB+ "bBH ...............(ID

率も過大に左ったので(W式によって検討した〇

(W式は変形するとめ式のようになる。

•音= a + bH ....................⑫

図ー12にしめしたように,グラフの横軸に平均樹高(H)をとり,縦軸にha当りの材積と断面積 

比(V/B )をしめすと,(12式でしめすような！次関係を満足することがわかる。

この関係を分析すると(13式でしめされ,このときの単純相関係数はQ 9 7ときわめて高いことが 

音=L8 8 1 3 + Q4 00 5 5H . 県

知れた〇

さらにQ3式の精度を求めると(14式の関係から;七をL9 6とおくことによって誤差率は12,2 7

誤差率傍)=標^^萨X10 0 .......... (14

务と左リ,本地域の林分材積は(13式によると約士12 %の誤差をともなうことをしめしている。
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図ー12 平均樹高とha当り断面積合計,材積の関係 

(ha当り初•積の法則)

炳式によって各平均樹高別,ha当りの断面積別に,ha当りの材積を求めると表ー、19にしめ 

‘すように左る。

註:上記ha当り材積はV/B= L3813 + Q4 0 0 5 5.Hによって推定した〇誤差率±12 %

表ー19 平均樹高と断面積合計による材分材積(ha当り材積)

平炒頌"計 

樹高ヽ

〇旷

1 〇 1 5 ? 〇 2 5 3 〇 3 5 4 〇 4 5 5 〇 5 5 6 〇 7 〇 8 〇

_即
• 5

"GZ5
3& 8 5& 3 n 7 97 1 116 5 135 9 155 4

1 〇 58 9 8& 3 117 7 147 1 17G 6 206,0 235 5 264. 9 294. 3 32R 8 35a 2：

1 5 157 8 197 2 236 7 276 1 315. 6 355 〇 394. 5 43& 9 47a 4 552. 3

20 197 8 247 3 296 8 346 2 395 7 44a 2 494. 6 544.1 59S 5 692 5 79 L 4

2 5 297 4 35& 9 41 & 3 475. 8 535 3 594. 8 654. 2 7ia 7 832 7 95L 6

5 10 15 ' ‘20 25

平均樹高 (H) •；-
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よって現地において林分の平均樹高と断面秋合計を求めることによって,ha当りの材積は表ー 

19から得られる。この際の平均樹高,断面積合計はピッタリツヒ法25)応用のビッテルパスや 

コノメ ーターなどによって測定すると短時間に簡単にえられる。

(3)今後の森林の取り扱い

現実に存在している森林は,或る部分は価値の高い優良樹種からなる林木の蓄積をもち,性た部 

分的には価値の劣る林木蓄積を存している。具体的にはスギ林あり,低質広葉樹林(薪炭林)あり 

で,価値生産からみると復雑多岐にわたっている。

tた,齢級配脸は多かれ少左かれ不法正でおるのはわが国の現在の材噤の実態である。

林業を根本的に考えてみると,第1点として森林は公益性をもつ反面,生産物は長期的計画にょ 

って安全確実に維持しをければならない:•そのため連年成長だけ伐採することが必要であり,林業 

の安定は年々の利益をあげるよりも長期的左経営の妾定を:距撰祝すべきであり,経営計画は将来の 

増産につながるもので左ければならないことになる。

第2点としては経営の保続,厳正左述年収後作業を考えると,輸伐期経理にもとずいて法正状態 

に林分を誘導し左ければ左らない。

第3点としては,社会,経済条件によって林業は支配されるので,林業の成熟度や政策は社会・ 

経済条件を無祝して考えることは出来ない,

第4点目として上述の進め方は,現状の森林の実態をもとにして,将来の施業の目標や理想型に 

段階的に進めていか左けれはをらない。

以上のように林業経営を行うには,上記の4つの基本的な原則を考慮しながら,施業体系を確立 

する必要があろう。

さて,東北の林業の実態にもとずいて上記の4項目を考えてみると,東北地方の森林は成長宣:は 

小さく,しかも人工林は約3 0%程度で少ない法正状態に逹っするには今後計画的に施業計画を 

ねリ,計画どおりの森林造成を実行しつつ数1〇年というオ月を要する。また自然条件や社会条件 

は他の林業地に比較して,きわめてきびしいと判断せざるを得:ない。

このような条件下では東北地方の林業は,第1歩から進まざるを得左いのが現状であると考えら 

れる。

上述のような背景から津山林業をふりかえってみると,東北地方に存する林業地带では人工林化 

の非常に進んでいる林業地帯ではあるが,スギ林業としての上記の4項目を加味じた安定した経営 

を営むには数々の問題点が内蔵されており,今後計画的にスギ林業の安定を計る施策が必要になつ 

てくる。すなわち本林業地は適地,適木が相当進み•今後どのよう左適作業を導入するかにかかっ 

ている。.以下項をおって本林業地の将来の展望をのべよう。

伐採計画と造林計画

林業経営の発展的見地よりみると,対象地域の林木蓄積を重要視し,林木蓄積の質的,批的現状 

を確認し,その改善の可能性をあらゆる角度から検討しなければなら左い。このため具体的にはZ
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(2顧の単木成長と林分成長の関係を亜要視し左ければならないであろ爲

性た.現在の経営の齢級配直は最近の植栽地が多く,若い林齢のもつ面秋が大部分である。各齢 

階別の面積構成を基準として林業成熟度を考え,指標として次のように分類し論を進めよう。

夕 イブ 齢 級

I 1 〜 2 要保育林分

1 1 D 3 ～ 5 間伐可能林分

!
!__ I 6 〜 主伐可能林分

上記の分類にもとずき,成熟麼をたかめるためには,何時でも主伐の出来る森林があり,その収 

益の1部を保育に投入し,さらに林分内容を充実するための間伐可能林分を系統的にもっているこ 

とが必要となってくる6

林業の経営をもっとも安全,確実にするためにはI, n»区タイブの組合せをどのようにするか 

が大事をことである。各齢階の数に比例して林分が配置されていると,もっとも好ましい単純左輪 

伐期経理が可能となる°

さて,津山林業地の実態をみてみよう。

表ー9からスギ林の成熟度別の面積を再掲すると次のようになるJ

成熟度 I_______ ■ 計

面 秋

务

2,。 33

680

773

258

187

&2

29 93

1 oao

すをわち,Iタイブの齢級1〜2は全面植の約7 〇务をしめているc

このことから長期的経営を考えると,収秋の持続は困難となってくるそれではどのようにして 

森林の成熟度を高かめていくかの思考が必要となる。

このため幾つかの条件をたてて改良案を作り,5年後の枝条の夢或いは数1〇年後の林業の夢を 

考え出してみよう。

条件1,スギ林の主伐面積は表ー11の昭和4 0年,41年度にみられるように,1年当り3 0 

haずつ伐採する。す左わち従来の収穫量だけは確保しながら改良計画をねる。

条件2,拡大造:林面積は過去の実績から,I年あたり15 Oha林転し,地域の土壊などの立地 

環境から判断して,将来的に現在の広葉樹林を約半分の面積にする〇

条件3 ,労榜事情などから従来の造林面積を上廻らないように計画する。

条件4,終局的に人工林率は約8 0 %を目標にするc

条件5,改良期間を設けて段階的に伐期を延長し,大径材生産と間伐収穫を高かめていく。

•条件6,法正齢級配伐後は伐期齢を宮城県収穫表の収秘最多の伐期齢4 5牟まで延長し,［材積収 

極を高め,造林面積を現在の半分以下にする。
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条件1の年間3 Ohaの主伐林分は,現存する林分のうち最高齢林から順次計画面弑に逹っする 

tで伐採の対称とし・伐採跡地は翌年新植再造林地に予定する。

本計画の基礎となっている齢階別面積構成は昭和3 8年度の森林計画の資料にもとずいている。 

したがってすでに現在までに約5年間を経過したが,条件1と2にもとずいて将來の経営計画を樹 

立すると表一 2 0のように左リ,昭和4 3年度の構成数値はほぼ現在林分の状況をしめしている。

表ー 20 法正齢級への改良計画

1 I
i 

......
改良 期ごと の齢階別面積構成 /(

1 2 3 41 5 6 7 8 9 ノ

昭和3 8年

43

1,200

'再150
拡 750

833

1,200

463

833

139-

463

171

139

97

■-171

50

44

47 /
/ \
/

48
再 150
疝 750 900 1,200 833 463 139 65

t

53 再 500 900 - 900 1,200 833 167 f

58 〃 500 500 900 J,900 1,200 500
k

63 〃 500 500 500 900 ...900 1,2〇〇. :! | • • • »
f
'(

68 ff 500 500 5.0〇, .500 900 . 900 700
)
X /

73 〃 500 500 500 500 500 900 ..900 .200
(ゝ
/(

78' 〃 500 500 50〇, 500 500 500 900 600

83 〃 500 500 500 500 500 500 500ヽ 900 100)

88 // 500 500 500 500 • 500 500
-

500 500 500；

•改良湖どとの針•、広面積 齢階 別伐 採面 積

1 針•計 人工林率 広・計 5 6 7 8 9 計

昭和38年 & 000 52 % 2, 766 53 50 47 150

43 & 750 65 2, 016 106 44 -•:■- • A 150

48 4, 500 78 1,266 296 139 65 • ； ■< 500

53 4, 500 78 L 266 333 167 500

58 4, 500 78 1,266 500 500

63 4. 500 78 1,266 500 500

68 4, 500 78 1,266 500 500

73 4, 500 78 1,266 300 ..200 500

78 4, 500 78 L 266 500 500

83 4； 500 78 1,266 400 100 500

88 4, 500 78 L 266

-' 1

500 500
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今後5年間昭和4 8年度まで条件1,2にもとずいて伐採計画と新植計画を組み立てていくと, 

条件4の将来の人工林率約8 〇 %を逹成することが出来る。したがって拡大造林による林種転換は, 

あと5年間で予定面積に逹することになる。

拡大造林施策をとっている昭和3 8年〜4 8年までの1〇年間は,林地生産力の向上をはかり, 

高生産力林地造成期間として,本林業地が経営上安定するための計画の第1期とみることができよ 

う。

第1期終了後は再造林のみで新楷計画をつく Zことに左り,いわゆるスギ林分を法正状態に導く 

ため,施業の橋渡しとして伐採と造林が組み込まれる。

本地域の伐期齢をどのように決定するかによって,森林の伐採計画と造林計画が左右されるので, 

適正な伐期齢を決定することが必要である。

そのため若干の試行をしてみよう。

伐期と収稚:左らびに伐採跡地の造林面積の関係を明らかにするため,次の例によって論を旅め 

ることにする。

経営面積が2 4 〇 haあり,毎年の伐採:S:は連年成長だけ収梗の対象とした場合,伐期をかえる 

ことによって伐採面靜と伐採量はどのような関係をもっているかみてみよう。

材積の査定は宮城地方民有林収秋表地位2等地の例による。

表一 21にしめすように,法正齢級配置を構成している森林では全面積/伐採齢で伐採面積が得

註:経営面秋2 4 Ohaの場合,材積計•算は宮城県民有林収穫表地位2等地による。

表ー21 伐採齢のちがいと収稚の関係

伐採齢 面 ・積( 総収楔量印 主伐景 間伐置:(B) 旧)/ (A)

30 8〇 〇 ha 2,6 0 2 況 2.2 54 崩 348物 1 3 4 %

3 5 68 6 2,71 5 2.295 4 20 1 55

40 SOO 2,774 22 9 7 47 7 1 7 2

45 53 3 2.79 1 2,2 6 8 523 1 87

50 4.8 〇 2,79 0 2.2 3 1 5 59 2Q0

55 4.3 6 2,7 6 7 2,1 84 58 3 .2L1

60 4.0 〇 2,73 7 213 5 6 0 2 220

られ,この面積は翌年の新植計画面積になってくる。したがって分子を形成している全面積は240 

haと軍jかない固定した教値なので,分母を構成している伐期の大きさをかえることによって,伐 

採面積に影響することは明らかである。より髙伐期であればあるほど少ない面積と:なる。

しかし,2 4 0 haの森林を破壊すること左く,連年収穫を最大限にのぞむとすれば,何にか適 

正な伐期齢があってしかるべきである。

表ー 21に伐期齢を3 〇年から6 〇年まで5年単位でしめした。この結果主伐材積と間伐材積を
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含めた総収稚晃の技大値は林齢4 5年生であることがわがる。す左わち収極最多の伐期齒がこの例 

では4 5年となる。

反面主伐量のみでみると林齢3 5年のときが最大で,総収極股多の伐期齢と1〇年間の開きをも 

っことがわかる。

このような考え方にもとずいて,•津山林業地の伐期齢を考えてみると,本林業地の調査資料にょ 

る林齢と材積の関係では,3 0年生が平均成朝:が最大,また同地方の民有林の収極表では3 5年 

生が揪大であることが明らかになっている。このときの最大値には間伐材を含めない主伐の現存強: 

のみで計算しているので,実際の収秋最多の伐期齢とはいえ左い。そのためさらに同地方民有林収 

楔裘によると,林齢4 0～5 〇年で総収極最大の時期をしめしている。また全国的に収被表を検討 

してみると,主伐材のみの平均成長最大と間伐材を含めた総収種毋の平均成長最大のときの林齢と 

は,約1〇年の差をもって後者はおそい伐期をしめしている°

このようなことから考えて津山林業地の伐期齢は,総収極最最多の伐期を4 5年と決定し七

さきにも引用した宮城県内嗚子地方のスギ林の成長D と比較すると,嗚子地方の大所有林地を 

対象とした収秋表では林齢6 0姮生にいたるも,総収模量の平均成長の最大値はみられず,津山地 

方は同県内の奨羽山脈地带ゐスギ林の成長からみると,伐期の早い地域とみ左せる。

表ー 21からもしられるように,総収梭扮:は平均成長最大林齢に逹するにしたかい高まり,さた 

遠ざかるにつれて除々に滅少していくことがわかる。さらに伐期齢が高いほど,伐採面秋が小さく 

なっていく 〇

このことから成長の面からみると,最適条件は平均成長臣最大の林齢を伐期齢として,翰伐経理 

を行冬うことがも:□とも・妥当とをる。14).:. ' ...

以上のことから伐期齢を4 5年とし,第1期終了後の昭和4 8年から経営面積/伐期齢・ (45年) 

で伐採計面,造林計画を組立てて表ー 2 0にしめしてある。

この方法にもとずくと昭和4 8〜5 8年之での1〇•年間は,現存している森林の齢級配禮の函係 

から,主伐林は2 5〜30年生と左リ,い性までの本林業地で行なわれてきた伐期齢とほとんど変 

リなく左ってくる。しかし伐採面積は昭和4 0, 41年の実行の約3倍にあたる年間10-0 haに 

およぶことがわか歩,•材積生産量も約2. 5倍見込むことができる。

また,反面このような大き左面積の伐採を行へても,連年収秘作業を営むための森林はぞラスの 

方向に内容が充実されていくので,将来的にはむしろ喜ばしい施業仕組となってくる。この時期を 

第2期としょう。

昭和5 8年以降は毎年1〇 〇 haの伐採,造林計画で施業を進めていくと,1年ごとに伐期が延 

長されて,現在より4 0年後の昭和8 3年にいたって,はじめて完全な齢級配置が竟了し,伐期45 

年の面秋平分法による単純な作業のぐりかえしとなる」Jの期間・を扇3期と呼ぶことにする。•

今までの結果を唾とめてみると次のようになる。
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計画期 期'・冏 経 営 上 の 特 徴

第!期 昭和3 8〜4 8年 拡大金林を推進する年間15 0ha。スギ林の伐採,再造林計画は年 

間 so ha

第2期 昭和4 8〜5 8年 再造林のみで山ずくり,伐採•造林計画は年間lOOha,伐期齢25

〜3 0ha

第3期 昭和4 8 ～ 8 3年 再造林のみで山ずくり,伐採造林計画は年間！00ha»伐期ほ1年 

ごと高伐期になり3 〇年から4 5年に,偵次殁っていく。昭和& 3年 

以降伐期4 5年,完全な法正林分となる。

表一2 0の方法で伐採収複と造林を進めていくと,段階的に林業成熟度が高かまり,将来は安定

した林業地帯となり,山林所有者の所得の向上をもたらすであろう。

材積収穫の計画

表一 2 〇の年聲別の伐採計画にしたがって収穫材積をもとめてみよう。

収權予測材積は本地域の生育傾向から察して,宮城県民有林収穫表(「地位1等地)によって算出 

した〇本来は津山町の実態調査資料からもとめるべきであるカ < 調査資料が2 〇か所程度で.あハて, 

この資料による林齢と材積の関係は驚くべきほど大きい蓄積を保有しているので,•安全度をみて実 

態調査資料よりいくらか下廻る収穫表によることにする。

また,本地域にむける法則性のなかでのべた単木成長を旺盛左らしめる限界材植が,ほぼ収橈表 

の数値に近いことにもよる。

表ー2 2にかかげるような年度別の伐採衆がしめされる。改良期の第1期は主間伐材積あわせて

表ー22 年度別の伐採計画量

5年間の 伐採量 1年 当りの伐 知量

年・度 主伐材積
間伐材積!

主伐材積 間伐材秋・ 合・tt

38 6& 478 fna 12, 203 戒 12. .696 ボ 2, 440. ?n3 15 136 部

43 67 248 9, 842 11.450 1,968 1& 418

4 8 164, 043 25 018 32. 809 5, 003 37, 812

53 157 024 22, 723 31.405 • 4, 544 35, 949

58 181,000 29 850 3& 200 a 970 42,170

6 3 181,000 29 850 • 36. 200 5 970 42 170

6 8 214, 500 40. 950 42. 900 a 190 51,090

73 ..225, 900 45, 610 45 180 a 120 54, 300

78 24a 000 52, 600 4& 600 IQ 520 5& 120

8 3 248, 200. 54. 960 49 720 IQ 912 . 6Q 682

8 8
1____________________

269 000 64, 400 53. 800 12, 880 66 680
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年間約1& 〇 0 〇〜15 0 0 〇沈,第2期では年間約3 5 〇 0 〇〜3 7 0 〇 〇勿とをる。すなわち 

第2珈にいたっては第1期の約2 5倍の生産城を期待できる。

第3斯の昭和5 8年以降は5年単位ごとに伐採材積は増加し,しかも高齢林へと移行していくの 

で,単木型態のより優秀なものを生産として期待できる。

法正状態が完全にととのった昭和8 8年にいたって,年間約6 6. 〇 〇 〇肘の生産が可能となリ, 

現在の約4倍強の木材生産が可能とをる。反面造林投資は現在の半分以下の年問I 〇 〇れる造林と 

在リ,い咬までの林業経営に対比して生産却:を大きく増大し,逆に労働投下量・の根源となる造林事 

業は半分以卞になる,かがやかしい希望がもてることになる。

個別林分の取り扱い

渾山だ衆地にお、けるいくつかの法則のなかで,森林の構造と林分材積を検討し^その結果林分 

材男は03式のV/B=a + bHで満足することをのべたJ

また,単木成長と林分成長のをかで各平均樹高別に単木成長をそれ倍ど抑布附ず,林分全体の材 

狭をたかめる限界蓄積をもとめたそしてこの関係を(4)式の限界材積=a + b(H)で表示した〇 

各平均樹高階ごとの限界材積はもっとも理想的な姿であり,これから個々の林分の保育にあた。

ての基礎をなすも・のと左ってくる。 •

⑫式による林分材植表を逆に利用することによって,限界材弑ゆと平均樹高卸を代入し,断面積 

合計㈣は次のようにもと史る。

B = aAn .................. 麗 ・. •

したかって,各平均樹高別の限界材積をもちいて,そのときの断面積合計をもとめることが可能 

と左る,よって翔待する限界材積をどのようにしてつくりあげるかは各平均樹高に対応する断面秋 

の大ぎさを知ることによって決定され,現実林の断面積が期待断面積より大のとき多い分だけ間伐 

収穫として見込むことができる。

性た,本林業地の実態分析での検討事項として,森林の取り扱いが直径におよぽす影響として］ 

〜I3タイブを明示し,各取り扱い別の林齢と直径の関係を明らか虻しむ よってこのときの平均直 

径を平均単木断面秋にお、きかえることによって,限界材積を生産するための各タイブ別のれ③当り 

成立本数を求めることができる。

各齢階別の平均樹高を(1)式からもとめ,以上のべた方法によって限界材積と断面特合計,本数を 

算出し表ー 2 3にかかげ您

ただし,林齢］5年生以下になると成立本数が相当多くなり,さた限界材•積も現在行をっている 

植栽本数では実現不可能に近いので,植栽本数をha当りa 0 〇 〇本とし,うつ閉するころの林齢 

1〇年生で約1° %の自然枯損があり,林分が形成されるという仮定で表ー2 3はしめしてある。

このようにして出来上った1つの経営方式にしたがって,実際の林分の管理を行うことにをる〇 
表ー2 3の考え方は単木成長を阻害しない限界蓄積密度でもって,林分の造成を行なうことに［
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表ー 23 経営方式表へ

林齢 平均樹高 限界材枚
断面積
•合 計

•.•平均直・很’ ha当り成立本数

1 1 H • I U H

5

10

15

20

25

30

35

40

45

m

6 3

1Q 8

14. 2

16 7

1& 7

2Q 2

2L 4

22 4

浦

88

220

399

477

539

■586

624

655
1

展

20

:;35

50

55

60

60

60

60

an

1Q 4

,16 5

2L 5

24. 6

• 27 4

.2a 4

3ft 8

31.5

an

a 5

15 2

ia 4

22. 5

24. 8

26 6

27 8

2& 5

an

& 5

ia 6

17 5

2Q 2

22 2

2& 7

25 〇

26 5

本

2. 700

.,2. 000

1.310

1,120

1,050

910

800

700

本

2 700

2, 25.0

1,760

1,410

1,220

1,050

980

900

本

2, 700

2, 400

2, 080

1.750

L 580

1,320

1.220

1,150

るので,或る程度間伐を行なうつど皈当林分の蓄積を知っておかねばならない。

怀業が産業として成り立っためには,林地から森林からいつも林産物が市場にで畦わるようでな 

ければならないcそのためには森林所有者は所有林地の生産力をつねに把握しており,自分の所有 

している森林がどんな状態であって,どんな成長をしているか,いつ間伐して,間伐材としてどの 

程度利用できるかを,またどのような大きさの林木がより割高に販売できるかをつねに考えをがら 

森林の施業を行うことが,今後の林業の姿と‘なってくるし,またこのような森林の見方,考え方が 

林業を営む上の一般営識となってくるであろう。勇)

林分の蓄:祓は表ー19にしめしてある平均樹高と,断面積合計から単位面積あたりの材積を知る 

訓練も必要となってくる。そして実際に現存している森林蓄積と限界材積の差が間伐材積の目標と 

なり,また表ー2 3の経営方式表にしめしてある右欄のタイブI〜規は,主伐材の大きさの目的に 

むかっていくための間伐の1つのモノサシ・ともなってくる〇

間伐は誰れが実行しても実際行なえるようなものでな.ければならないし,そのための若干の基礎 

知識も必要となってくる。苯地域の林業の将来あるべき姿として,間伐の目標とそのための数量的 

な目標は明らかに左ってき 、たが,この目標を逹成するためどのようを林木を間伐の対象にするかさ 

らに考えを整理することが必要である。

以下の章において具体的事例を引用して,実際の選木方法を論じよう。

⑷成長と間伐木の選木技術 ・:.

成長の惡い山と良い山

林業経営においては成長括だけ収獲していくと安定した林業といえるが,多くの却ーを収被したい 

ときは成長量をたかめなければならない。

これを間伐の面から考えると,成長の停滞した林木から収襖することになり,より旺盛な成長聲:
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をもつ林木は,間伐後残される林木としてあつかわれる。

同齢林において同じ直径をもつ林木の成長(材机 樹高,直径成長)をみると,林木1本ごとに 

それぞれことなり,きわめて成長の良好左ものから,ほとんど成長の停止しかかったものまでみら 

れ,その変化は多岐にわたっている。

本林業地における単木成長については調査上の制約から成長資料はとりえなかったが,今までの 

条者のスギについての研究から,X)林木の配遍,隣接木の樹木の大きさ,局所密度によって1本 

1本の成長は支配され,集団内における林木の制約条件は樹冠型によって表示されてくることがわ 

かっている。

すをわち非常にこみ合っている林分では,種内競争によって被圧されるもの,枯れるもの,また 

上層林冠を形成はしているが側方や四方からクローネの圧迫されているものがみられ,この現象が 

成長に大きな影瓣を及ぼしていることをみのがしてはいけない。

反面よく手入の行左われている林分は,1本1本の林木はクローネの欠点は少をく左リ,1本ご 

との成長もほぼ近似してくる。

樹型級と成長の関係について秋田地方の例をしめそう。

表一 2 4にしめすように林齢5 5年生の間伐を行なっていをい林分資料をしめし您.

表ー 24 クローネの型と成長の関係

樹冠型 ha当り本％ 
本

林齢55〜50年の5年間の成長量/1本当り

直 径 樹 向 材 秋

成長の艮いもの 

普通のもの 

成長の悪いもの

1• 3級木

2 級木

4 - 5級木

358本

842

374

2. 47 an

L 76

Q 40

1.51 m

1.45

a 27

0.190 况

Q 098

Q 013

計 1,574 1.56 1.16 Q 098

成長の良いものを寺崎博士分類％’の1• 3級木,成長の悪いものを4 • 5級木としてみると, 

この調査地は成長の良いものは全本数の2 2 8 %,成長の悪いものは2 a T务となっている。

最近5年間の成長量をみると,成長の良いものと普通のものとは樹高成長はほとんど差が左く, 

肥大成長は樹冠型の悪く’をり次第急激に減少していくことがわかる。この結果から間伐にあたって 

の選木は,どうしても樹冠の悪いものの配種関係を考えながら進めざるを得左いことに左る。

さらに間伐を普通に行っている林分(B種間伐実行林分)と対比すると表一 2 5のようになり, 

問伐林は5年間の直径成長は林齢の増大につれて減少はしているが,各齢階とも2. 〇 gを上をしめ 

している。これに対し無間伐林は5年間に1"妹満の成長をする林木が相当数あり,これも高齢林 

になるにつれて急激に増加してくることがわかる。
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表一 25 間伐林と無間伐林の直径成長員

齢 階
間 伐 林 無間伐林の直径成長垣別本数割合

5か年間の直径成長/ 5年間の成長1(7归ミ滴, 5年間の成長1m以上

3 〇〜3 5年 2 7 cm 29. 6 务 7Q 4 %

3 5〜4 〇 2 6 41.6 58 4.

4 〇〜4 5. 2. 〇 7Q 4 ... 2a 6

4 5 〜5 0 2 〇 69 8 3Q 2

このよう左ことが材積成長に大きく影響し,間伐林の成長を旺盛ならしめる原因となっている。

さて,最後に津山林業地について,上述のことを中小、に考えてみよう。

いま!でのぺたことから樹冠の形と成長とは密接な関係のぎることがわかった。また樹冠の形は 

林の手入れの仕方によって異なってくる。この・ような森林の成長の特性をもとばして,津山林業地 

の単木成長をみてみよう。

表ー 2 6には本時地から得られた林齢4 〇年,平均樹高約2 Omの5か所の林分調査資料をし 

めしてある。林の込み具合いをしめすha当りの断面積合計によって森林の構造分類の基準として 

論を進めよう。

表ー26 林齢4 〇年,平均樹高約2 〇所の林分の密度の大きさと樹冠型の出現

ha当り断面積合計(矛) •8& 〇 • 7a 9 6Q 〇 56 〇 51.9

ha 当り本数(本) 1.572 1,555 897 958 913

1• 3級木の本数率(％) 21.2 1& 2 27 8 3Q 8 6S 8

4 • 5級木の本数率(阳) 3S 4 8 2 & 4 〇 〇

この表からも見られるようにha当りの断面秋は約5 2拼から8 8行におよんでいる。す左わち 

よく手入れの行なわれている間伐直後の山から,全く間伐の行なわれてい左い山咬でしめしてある。

最高の断面積合計をもつ林分は,全本数の約1〇%が枯損木であり,このままさらに林分を放置 

しておくと将来枯損木に移行する林木が約2 〇务も含まれている林分である。

成長の旺盛な林木(1級木,3級木)をみると.低密度の林分ほと多くの割合いで成立してむり, 

断面積合計が約8 〇を以上になってくると,ほぼ全本数の2 0 %よりもっていないことが推察され 

る。さきにしめした経営方式は林齢3 〇年以降において,断面積合計6 〇ザを中心に間伐するよう 

しめしてあるカ:,このことは間伐によって成長促進と良好な単木型態に導くための指針を表わして 

いる。

反面成長の悪い林木(4級木,5級木)は,手入れのなされていない断面積合計約8 8物をもつ 

林分で極端に多くの構成割合をしめし,材秋生産に大きなマイナス作用となっていることがわかる。



断面秋合計6 〇ガ以下の林分では,間伐材は2級木が主体と左リ,2級木自体はその大部分が主 

林冠を構成しているので,利用,販売面からみると有利左間伐材となる。

スギ林の最大断面秋合計はha当h!〇 〇なといわれており,28)筆者の今畦での研究によるとha 

当り6 〇をの林分も1〇 0Wの林分も,間伐材を含めた総収楔量ではやや等しいことを確認してい 

る。2の よって本林業地の断面讀合計6 Onrも単木成長を髙めつつ,総収種量を増大させるには理 

芯に近いも’のと考えることかできよ爲

以上のようにha当りの断面秋密度の大きさによって,成長の良好在林木,不良な林木の出現率 

が左右されてくるので,間伐選木にあたっては樹冠の欠陥の大きい.ものから選木伐採せざるをえな 

い。

間伐の強さについては森林の自然的見地による法則や,森林の構造上の法則,球林生態学上の法 

則など小ら導ぴかれた基準表によって,数说間伐を行う方法が,’より理論的な間伐といえよう。

ただし 間伐の実行にあたっては前述のように間伐の本質を充分に考慮しつつ選木にあたらねば 

ならほ:い。
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8 おわりに

宮城県津山町のスギ林の施業を明らかにするため,実態調査資料をもとにその他の参考資料を活 

用しっつ実態分析を進め,その’なかから森林取り扱い上に関係したいくつかの法則を明らかにし, 

生産技術上の施業体系をしめした〇

現在の造林投資な.らびに現在の伐採址の大きさで,あと5年間’(:昭和4 8年社で)林業経営を進 

めていくと,将来はきわめて充実したスギ林業を営むことができる。

本地域は林業に対する関心の窩いことから,スギ林業としての基礎が出来つつあるので,土地生 

産業として土地牛産力を充分に発押できうる施業方法にむかって,地域全体の淼林経営計画を考え 

るべき段階に逹しているといえよう。 ,

森林の経営は特に長期間計画にそって試行銘誤をつみ重ねていく過程で経営内容が整ってくる。

よって地域全体が地域に密着した施業技術の確立をはかることが报:も黛要である。そのためには現 

状の森林内容をよく知り,どこが,どのようを方法で,どのように改善しうるか,あらゆる角度か 

ら綜合的に検討することが大事なことであるC

この報告では現行の伐期を,収穫蛍がもっとも多く生帝,収穫できる林齢4 5年を目標に施業方 

法を確立しているcそのため従来にも・^して積極的な適正左間伐のあり方が強調される。

この小論文が1つの考え方のもとになって,さらによりよき方向へと発展することを願ってやま 

寺:い,
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